
　レシピ以外の旬の野菜を加えてもおいしく食べられます。近
年、米粉を使ったパンやケーキ、麺などを見掛けるようになり
ました。旭産の米粉は旭市農産物直売館などで取り扱っています。

問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

①･材料Ａをビニール袋に入れて混ぜ、ぬるま湯とバ
ターを加え、よくこね丸くまとめる。袋の中に空気
を入れ、暖かい場所に15分程置いて発酵させる。
②･玉ネギは５㎜幅の半月切り、ピーマンは５㎜幅の輪
切り、ミニトマトは薄切り、ベーコンは食べやすく
切る。
③･フライパンにオリーブ油を入れ、①をフライパンの
中でオーブンの天板の大きさに伸ばす。片面のみを
焼いて、クッキングシートに焼き目を上にして置く。
④･③にピザソース、玉ネギ、ベーコン、ミニトマト、コー
ン、ピザ用チーズ、ピーマンの順にトッピング。
⑤･200度に余熱したオーブンで④を13〜15分程焼く。

作り方

【６月１日現在】･ ･ 前月比　
　人　口･ 69,148人　･（▲49人）
　　男･ 33,814人　･（▲35人）
　　女･ 35,334人　･（▲14人）
　世帯数･ 25,130世帯･（＋10世帯）

人のうごき

【５月の移動】
　転入　114人　　出生　49人
　転出　145人　　死亡　67人

火災
【５月】　　　　･･平成24年の累計
　建物火災･ 2件･ （12件）
　そのほかの火災･0件･ （5件）

交通事故
【５月】　　　･･平成24年の累計
　事故件数･ 160件･ （821件）
　死亡者数･ 0人･ （2人）

データシート

旭 産旭 産
簡単・ヘルシーレシピ

おいしく 食べよう
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　広報あさひは、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）フォント、環境に
やさしい植物油インキを使用しています。東日本大震災による製紙会社の被災のため、
当面再生紙での広報発行ができません。再生紙の確保が出来次第、再生紙へ移行します。

《生地》
　米粉･･････････････ 80g
　ドライイースト･･･小さじ1/2
　砂糖･････････小さじ１強
　塩･･･････････小さじ1/4
バター･･････････ 小さじ１
ぬるま湯･･･････････ 70ml
オリーブ油･･････ 小さじ１

材料 （4人分）

A

《具材》　
ピザソース･････大さじ3/4
玉ネギ･････････････1/4個
ベーコン････････････ １枚
ミニトマト･･･････････ 8個
コーン（缶）･･････ 大さじ１
ピザ用チーズ････････ 50g
ピーマン･･･････････1/2個

「市民の皆さんが主役なんですよ。われわれは裏
方です。皆さんに来ていただいて、笑顔で帰っ

ていただくことが一番うれしいですね」――。あさひ砂
の彫刻美術展への思いを力強く、そう話してくれた。
　市の観光ＰＲのため、７年前にスタートしたこのイベ
ント。テレビ番組の砂像選手権の舞台となったことがきっ
かけで、出場していた石川県や高知県などの団体も参加
してくれるようになり、会場には驚くほど精巧で巨大な
砂像が現れるようになった。砂像の制作体験コーナーも
あり、砂と戯れる親子の姿を見るのもうれしいという。
　開催を迎えるまでには、苦労することも少なくない。
砂像の制作に必要な何百トンもの砂を、ダンプを使って
砂浜から少しずつかき集め、砂像を削り出すための大き
な砂の塊を作るのだ。砂像のライトアップにもひと手間

みんなが笑顔になって
くれたら

鏑木 延克さん（イ）

あさひ砂の彫刻美術展実行委員会

VOL.29 米粉のピザ
１人分（1/4切れ）の栄養価　エネルギー167kcal、塩分0.5ｇ

【あさひ砂の彫刻美術展】
　矢指ケ浦海岸を会場に開催され、
数々の砂像が毎回、来場者の目を
楽しませる。展示期間中の21日
（土）には花火やレーザー光線によ
るライトアップなどが行われる。
展示期間／７月17日（火）〜31日
（火）

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.12

掛け、きれいに光が当たるよう角度などにも気を配る。
　昨年は東日本大震災により開催することができなかっ
た。まだ震災の爪痕は残っているが、21世紀にふさわ
しい魅力あるイベントとして、幅広い分野への波及効果
を促し、市民が主役となる交流の場、そして新たな町お
こしにつながることを目指し、今夏の復活を決めた。
　イベントのテーマは「笑顔をここから」――。鏑木さん
は言う。「人は楽しいから笑うのではなく、笑うから楽し
くなれる」と。
行政へ一言！
　まだまだキラリあさひ人はたくさんいます。キラリと
輝く人をどんどんピックアップしていただいて、外へ向
けて情報を発信していただき、旭市のことをもっとＰＲ
してもらいたい。


